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『学苑』4月号（英語コミュニケーション紀要）を刊行することができた。研究論文7編で

あるが，内訳は，英語教育2編，文学4編，コンピューター�リテラシー1編である。

掲載原稿の一編一編は，日頃寸暇を惜しんで御研究なされた先生方の熱意の成果であり，

まさに磨き上げた宝石のごときものである。寄稿された先生方の研究に敬意を表し，論文

をお寄せくださったことに感謝する。

投稿原稿については，「学苑」編集細則に則り査読をした。ご厚意で査読を引き受けら

れた先生方には，原稿にコメントをご記入いただいた。その結果論文内容や文章表現等に

ついて著者に推敲をお願いした場合もあった。編集委員の至らなさから，各論文の著者の

自尊心が害される場合もあったかもしれないが，ご寛恕ご容赦をお願いする次第である。

しかし，査読によって論文の質を高めたことは確かである。論文投稿者は推敲によって自

らの論文に自信と充足感を持ったことと確信している。これを「学苑」へのさらなる投稿

の弾みとしていただきたい。

『学苑』の創刊は昭和9年（1934），本学の前身，日本女子高等学院時代のことである。

爾来76年，号数で言えば834号になったわけである。その834号の編集委員として，私

は永永と続く『学苑』の編集に携わった事を誇りに思う。この編集を通して，あらためて

論文を寄稿された先生方，査読の諸先生方，そして編集室の皆様に感謝する。

紀要編集委員 相原由美子


